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初期ユダヤ教におけるデイアスポラ

原口尚彰

序問題の所在

ディアスポラ(6L"TYop[i)は， イスラエルを離れて異邦の地で暮らす離散のユ

ダヤ人を指すギリシア語であるが， この言葉は，初期のキリスト教徒が異教徒

の間に離散して暮らす状況の形容としても使用されるようになった（ヤコl :

l ; Iペトl : 1)。 このために，初期キリスト教書簡の一部が，初期ユダヤ教の

ディアスポラ書簡に準じてディアスポラ書簡と呼ばれることがある!。 しかし，

初期のキリスト教徒の置かれた状況が，如何なる意味でディアスポラなのかに

ついての立ち入った考察はなく，ディアスポラ概念の適用範囲や，ディアスポ

ラ状況における課題についての十分な分析もない。

本研究は,初期キリスト教の置かれたデイアスポラ状況の分析の前提として，

ユダヤ人のディアスポラの問題を宗教文化史的に考察する。一部のユダヤ人の

離散状況は既にイスラエルの王制末期のアッシリアによる捕囚や，バビロン捕

囚の時に生じていたが，ヘレニズム期以降は， オリエント世界や地中海世界全

体にユダヤ人の居留地が広がり，ディアスポラという用語が成立することと

なった。離散状況の中で多神教的な宗教風土を持つ周辺世界による|司化の圧力

に抗して，唯一神論に立って，父祖達が伝えた律法に忠実に歩むユダヤ人達の

姿勢は極めて特異な印象を異邦人達に与えた。本論考では旧約聖書やユダヤ教

l 初期ユダヤ教のディフ'スポラ諜簡の詳しい分析については． 1.Taatz,ル､ﾉｶﾙﾉ"("虻/j｛

Bノゾゼル.． 〃/〔』“"""/sごﾙﾋﾉﾉβ"fルノ"ノRa伽"c"""･ (71"『z/L,//(wノ℃/揮挑(wβ"どん‘〔野

F｝･"ルル"('"/""酎 (Freiburg in der Schweiz:Universitiitsverlag;G(ittingenl

Vandenhoeck&RupreCht､ 1991)を参照。
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初期ユダヤ教におけるディアスボラ

資料を通してユダヤ人達の目に映ったディアスポラ状況の意味と，周辺世界に

映るユダヤ人達の姿を対比しながら，宗教文化の相違に由来する文化摩擦の実

相を描くことにする。

1． ディアスポラという用語

デイアスポラ(6Loiompd)という用語は，動詞6LfKGTTfipu) (｢散らす」使8: 1,4;

11 : 19)より派生したギリシア語名詞であり，ちりぢりになる状態を指す（フィ

ロン「賞罰」 115;プルタルコス「道徳論集j llO5A)2。 この用語は七十人訳聖

書において， ユダヤを離れ異邦人の間に暮らす状況（申28： 25；エレ15： 7；

41 ： 17；ダニ12: 2;ユディ5: 19),または,離散のユダヤの民を指す術語とし

て使用されるようになり（申30§ 4； イザ49： 6；詩146: 2;ネヘ1 : 9; ソロ

詩8: 28; 9: 2; IIマカl : 27),以後の使用法を方向付けた（ヤコlll; I'f

il : l }ユスティノスI､トリュフォンとの対話j 117.2)ﾖ。尚，ディアスポラと

捕囚を， 自発的に移住するか，強制的に移住されるかという移住の動機の違い

によって微然と概念的に区別する考え方もあるI。しかし，離散に到る契機の相

違はあっても， その結果生じた離散状態は同一であるので， ここでは，七十人

訳の6L"TTOiXiの用例が示すように，自発的移住のみならず捕囚によって生じた

離散もディアスポラの中に含めて考えることにする。

第一の用法において， この名詞はとl' 6Laon●"(｢離散において」申28: 25; az

レ15: 7), または,"56L"onop[i''(｢離散へ｣エレ41 : 17;ダニ12: 2), または，

tKてfl56Lc(0TropdE(｢離散から」ユデイ5: 19)といった前置詞句の中で使用される。

第二の用法においてこの名詞は属格の修飾語を伴ってfl6L"wopiIToc 'I."iA

2 BaucrAla]1d, 378;WCvanUnnik, ""S(J/bs伽超パ/""{/"/s f/(7 ノ""IM;ﾙ“

、"“""/ (Leidel] : BI･i l l, 1993)7388を参照。

3KLSchmidt, ##6L"Topj,'' 7ｿJ 1,しNT398 102;D, SM11ger, ! &6L"woPd,..EⅡWTl

7‘i9751 ；AStL1ibCr. ‘‘Diasp〔)ra,，，尺4C3.972-82を参照。

4 J. l)a11, ''I)iasI)[)ra."/fGG'1.829
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初期ユダヤ教におけるデイアスボラ

(イザ49： 6；詩146: 2;ネヘ1 : 9; ソロ詩8: 28; 9: 2), または, (｢あなた

i61"onopctooUの離散の民」申30: 4), または, h6[ao打opkiu(bu (｢あなた方の

離散の民」ネヘ1 ： 9；Ⅲマカl : 27)のような使い方がなされる。

七十人訳聖書において6L"Topciに対応するヘブライ語は様々で一定してい

ない。 6L"TTop(iという名詞表現に対して， 申30: 4では1，可）という動詞表現

(｢あなたを追放する｣)が対応している。しかし，申28： 25；エレ41 : 17では，

名詞6LcMUTTopciにヘブライ語名詞両w' (｢震え｣,「恐怖｣)が対応している。しかし，

イザ49＄ 6では, h6L"'Topdroo 'Iop[MTi入に阜臆司郵､ ､司引動という名詞句（｢イスラエ

ルの保たれた者たち｣）が対応している。

このことは, dTTOLK("(ネヘ7: 6;エレ36: 4,22,31)や, IKTOLKEOkI (王下24:

16;代下5: 12;エゼ12: 11 ;オバl : 20;ナホ3: 10)が，一貫してか］や､,早。

(｢捕らえ移されること｣， 「捕囚｣)の訳語となっていることと対照的である。七十

人訳は， イスラエルの民が祖国を離れて暮らす離散状態が大きく拡がった歴史

的状況を踏まえ,捕囚という特定の歴史的事件を指す(tTTOLKiaや脾ToLKfO(αに加

えて，離散状況を一般的に表現する6LcIUTTop[tを用いるようになったのである。

2． 旧約・ユダヤ教におけるディアスポラ状況

（1） 王制期

ソロモンの時代に既に， アラビア半島南部や（王上9: 26; 10: 14),北アフ

リカや（10： 28-29)， シリアに（ヨセフス「古代誌」8.153-154),貿易拠点が設

けられていたので，外地で貿易に従事するユダヤ人は存在した。しかし，多人

数のユダヤ人が外地に居住する現象が生まれるのは，紀元前8世紀のアッシリ

アによる北王国イスラエルの住民の強制移住と，紀元前6世紀に三度にわたっ

て遂行された，バビロニアによる南王国ユダの指導者たちのバビロン捕囚に

よってである。

イスラエルの王ペカの時代に， アッシリア王テイグラト ・ピレセルが，北王
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初期ユーダヤ教におけるディアスポラ

国イスラエルに侵攻し，北部地方の住民を捉えてアッシリアに連れ去り，へラ，

ハボル，ハラ， ゴサン川地域に分散して居住させた（王下15: 29;代下5: 6,

26;ANET284)。その後，アッシリア王シャルマナセルは， イスラエルに侵攻

して首都のサマリアを破壊し,イスラエル人を捕らえてアッシリアに連れ去り，

ハボル，ハラ，ゴサン川，メディアに居住させた(王下17: 3-6j l8: 9-12)。こ

の時，サマリア攻略を指揮したサルゴンニ世は，後にこのことを自分の主要業

績の一つとして数えている(ANET284-285)。 さらに， アッシリア王セナケリ

ブは，ユダの城塞都市をすべて包囲して攻略し，住民を財産と共に戦利品とし

て捕らえ移している （王下18＃ 13＄代下32: 15;ANET288)5｡

バビロニア王ネブカドネツァルは，前597年に南王国ユダに侵攻し， ヨヤキ

ン王をはじめ，高官たちと，戦士と職人たちをバビロンに連れ去り，エルサレ

ムにはゼテキヤを王として立てた（王下24： 1017；エレ52: 28;ANET

564)。捕囚民はバビロンのケバル川の近くに集住し（エゼl : 1),民族的･宗教

的アイデンティティを維持していた。 この時，預言者のエレミヤは，バビロン

にいる捕囚の民に手紙を書き送り，捕囚が長期に及ぶことを告げ， その地で家

を建て，果樹を植え，結婚をして家庭生活を送り， その地の平安を祈るように

勧めている(エレ29: 1 23)。預言者エゼキエルの預言活動はこの時期に捕囚の

地にあって行われている （エゼl : 1 3)｡

前587年にネブカドネツアルは，反抗の姿勢を見せたゼテキヤに対する懲罰

として軍事侵攻を行い，神殿もろともにエルサレムを破壊してゼテキヤ王と都

の住民たちをバビロンに連れ去った（王下25: 121 ;エレ52: 29)。前582年

には， ネブカドネツァルが立てたユダヤ総督ゲダリヤがユダヤ人兵士たちに

よって殺害された(王下25￥ 2226；エレ40: 741 : 10)。 この時，バビロニア

の報復を恐れた多くのユダヤ人はエジプトへ逃れた（王下25： 26；エレ41 :

5 L.A.Sinciair､ "Diaspora,''TRE7.709
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初期ユダヤ教におけるディアスポラ

16-43: 7)。彼らはミグドル， タフパンヘス， メンフイス，及び上エジプト地方

に住み（エレ44: 1),預言者エレミヤはタフパンヘスにあって，エジプトの地

と，移住したユダヤ人たちに対する預言活動を行い，厳しい裁きの言葉を語っ

た(エレ43: 8-13; 44: 1 30)。他方，総督ゲダリヤ殺害の報復として，バビロ

ニアの親衛隊長ネブダルアザンは，ユダの地に残っていたユダの住民たちの多

くを捕囚としてバビロンに連れ去った （王下25： 2226；エレ40: 7-41 : 1() ;

52: 30)｡

（2） 第二神殿期

ペルシア時代

ペルシア王キュロスの侵攻によってバビロニアが滅び，ペルシア時代になる

と，ペルシア王キュロスは捕囚のユダヤ人のイスラエルへの帰還と神殿再建を

許可する勅令を発し，バビロン捕囚の時代は終わった（代下36: 2021,2223;

エズ1 ： 1-4)。捕囚からイスラエルへ帰還した人々の数はエズラ記の記述によ

ると，四万二千三百六十人であり，それに，男女の使用人七千三百三十七人，詠

唱者二百人が加わる（エズ2： 64-65)。しかし，バビロンにはかなり多数のユダ

ヤ人が残留し，従来同様に社会生活と宗教生活を続けた（ヨセフス『ユダヤ古

代誌j 11.3; 18.310-313)。その後， アタルクセス王の時代には，祭司かつ律法

学者であるエズラとその一行がバビロニアからエルサレムに帰還し，厳格に律

法を守る生活を勧めた(エズ7： 1－8： 36)。しかし， この時も帰還者は捕囚の民

の一部であり，バビロニアには以後もユダヤ人共同体が存続し （ヨセフス『ユ

ダヤ古代誌」 15-14, 39; フイロン「ガイウスj 282),ペルシア時代やヘレニズ

ム時代を遙かに超えて中世に到るまでユダヤ教研究と実践の拠点の一つであり

続ける6．

6 E.Schiirer,"r['HXsmld)' (l/rﾙcJEMjS/rR"/f/〃がzE｡4gcq//Es"sC恥古r (3vO1s i

RevisedEnglishVersiDn; rET&ed.GVermes/F.Millar/M.Goodman;Edin.
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初期ユダヤ教におけるデイアスポラ

ペルシア時代のエジプトには， ナイル川上流のアスワン付近のエレファン

テイネにユダヤ人傭兵の入植地があり，エルサレムと交わしたアラム語でパピ

ルスに書かれた書簡が残っている(ANET491492)。その一つは，エレフアン

テイネにあった主の神殿が破壊されたためにその再建の許可を求めるもので

あった7･

ヘレニズム時代以降

ヘレニズム時代になると，離散状況は大きく広がりを見せ，周辺世界の主要

な都市にユダヤ人が数多く移り住むようになった。プトレマイオス一世ソー

テールが，パレスティナを征服した後に，ユダヤ人を傭兵または奴隷としてナ

イル川デルタ地方の諸都市に移住させて以来，エジプトに住むユダヤ人の数は

急増した（アリステアス427； ヨセフスIアピオン」 1.186189)8．次に王位に

即いたプトレマイオス二世は，ユダヤ人を奴隷の身分から解放した（アリステ

アス22-24)。プトレマイオス朝エジプトの首都アレクサンドリアには，特に多

数のユダヤ人が住んでいたことが知られている（フィロン「フラックス』43，55；

｢ガイウスjl32)。ユダヤ人人口は大きく成長して行き，軍人だけでなく農民や

商人や職人等の様々な職業の人々を含むようになった（フィロン「フラックス」

57)，。 また，プトレマイオス王とクレオパトラ王妃に許可を得て，ハスモン家

のオニアスによって建設された主の神殿がヘリオポリス近郊のレオントポリス

burgh:T&TClarkl986) 3.89;M.Beer, #&BabylonianJudaism,''ABD3.1076

1083;M. Stem" "'TheJewishDiasPora, '' in7ｿ"/W{'/sル庇”ルルJ 〃舵FY（／

C("/"ﾉ]' (以後，ノPFCと略記; 2vDIs; ed.SSafrai /M, Stem(Assen:Van

Gorcum; Philadelphia! PA: Fortress,1974-1976) l.171179.

7AC()wleyAj汀""rRJp"7qf""鰯"〃Cど卸"ｲﾊ! (Oxf(Jrd:Clarend(m, 1923) ;B

Porten/J.C~Greenneld, _/m"q/E/"〃α"""f〃"dAﾉﾏ""""s(1/SI,""(Jerusaiem;

HebrewUniversityPress, 1974) 9098を参照。

8 V.Tcherikover,Hc//c"""EC〃"坤加〃f'wf//ﾙ42火加S (Phi ladelphia:TheJewiSh
PLlblicatiol1SDcietvGfAmerica､ 1959) 272273

9 Tcherikovef330334; j.Barclay,ノα"/" //jf』〃f](f"["1？"""D/"ﾌﾌ(ﾌﾉ裡r βw〃

A/EM"""･ fOTﾉ打此"z (~3a3BcE117") (Edinburgh:T&TClark, 1996) 2030:

ESGruen, D/izS/）⑰師.･ Jrz{Js α""JSI C7"烏α"JRfﾉ"z〈"Js (Cambridge,MA:
HarvardUniversitVPress2002) 4.
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初期ユダヤ教におけるデイ7'スポラ

のユダヤ人居留区に立っており，祭司とレビ人たちによって祭儀が行われてい

た（ヨセフス『古代誌1 13.6273) !U｡

シリアの首都アンティオキアには，ユダヤとの地理的な近さもあって，大き

なユダヤ人人口が生まれた（ヨセフス「古代誌112.119; 17.24; i戦記｣74345;

Ⅱマカ4： 3238) 1 1．他方，セレウコス朝のアンテイオコス三世は， メソポタミ

アやバビロン地方のユダヤ人二○○○人を小アジアのリュディアやフリギアヘ

傭兵として入植させた（ヨセフスi古代誌」 12.148153) ｣2． 1マカ15: 1623に

引用されているローマの執政官ルキウスからプトレマイオス王に宛てた書簡

は，小アジア諸都市にユダヤ人共同体が存在することを前提にしている。 さら

に， ローマ帝政期には，ユダヤ人哲学者のフイロンが，パンフイリアやキリキ

アをはじめ，黒海沿岸のビトニアやポントスに到るまで，小アジアの全体にユ

ダヤ人居留地が広がっていたことを証言している （｢ガイウス」 281282)。

共和政期ローマに既にユダヤ人が住んでおり，ユダヤ教を実践していたこと

が，前139年に起こったコルネリウス・ヒスパルスによって出された異教の布

教を理由にしたユタ．ヤ人追放令によって知られている （ヴァレリウス・マキシ

ムスiメモラビリア.1 1.3.3)’3． この追放令の効力は限定的であり， ローマのユ

ダヤ人の人口が根絶されることはなかった。共和政末期の前63年には，ポンペ

イウスがユダヤ侵攻の後に，多数のユダヤ人捕瞬をローマに連行したが，彼ら

は後に解放されてローマに定住してユダヤ教の伝統に忠実な生活を送っていた

IO 'I､cherik()ver, 276280.

ll Sch(1rer, 3.13;C~H.Kraeling"TheJewishCommunity inAntiDch,''〃辻51

(1932) 130-160; Stem, 138 139.

12 ヨセフスは，セレウゴスー世ニカ|､－ルが，シリフ'や小アジアに新たに建設した緒都

市とその周辺にユダヤ人を僻兵として多数移住させ．ギリシア人と同等の市民権を

付与したとしている （ヨセフス「7'ピオンj 2.39; 「占代誌」 12119; 「戦記」 7.110)｡

しかし， このことは裏付ける他の証拠がないために，史実性が疑われている。Tcheri ､

kCvCr, 328329; I>.RTrebilCo,/(wI/3/JCD"""I"""“ノ〃As/"A""｡ﾉ' (DSN"l､SSM

69; Cambridge:UnivETsityPr心鈴, 1991) 168を参照。

13M_Stem,Gr(JrA' ""IJL""〃A"/内け応（j〃ノt'I""""/"ぬ/Sﾉ〃 (3vDIs; Jerusalem:

ThelsraelAcademyofSCienCeHfhndHumallilies" 1974-1984)1.357360.
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初期ユタ．ヤ教におけるディアスポラ

(フイロン「ガイウス」155)。特に， ローマの内戦を制して覇者となったユリウ

ス・カエサルはユダヤ人達に好意的な政策を採り，彼らに安息日や割礼や食物

規定等の宗教的慣習を守ることを許容し，収入の一部を神殿税としてエルサレ

ムに送ることを承認した（ヨセフス「古代誌1 14213216) ｣4｡

帝政の創始者アウグストゥスはカエサルの政策を継承して，帝国内のユダヤ

人達が父祖伝来のユダヤ教の習慣を実践することと神殿税をエルサレムへ送る

ことを認めた（ヨセフス「古代誌｣16.160-166; フィロン『ガイウス」155-158) ｣5｡

帝政期のローマにも大きなユダヤ人共同体が存在し，ヘロデ王の死後，息子の

一人のアルケラオスが分封領主としてユダヤを相続したことを皇帝に承認して

貰うためにローマに到着した際には， ローマ在住のユダヤ人のうち8,000人が

抗議を行っている （ヨセフス「古代誌」 17.300-303; 「戦記」 2.80; 18.83-84)｡

後19年に元老院はユダヤ教を実践することを禁じ,皇帝ティベリウスはユダ

ヤ人4,000人を兵として徴募してサルディーナに送り，他のユダヤ人はローマ

から追放した（スエトニウスIローマ皇帝伝」 「ティベリウス」36； タキトゥス

i年代記｣2.85) 16。また，後49年には皇帝クラウディウスが，キリスト教の宣教

を巡るユダヤ人の間の争論を理由にユダヤ人をローマから追放する勅令を出し

ている(Iローマ皇帝伝」 「クラウディウス｣25;使18: 2) '7．他方， クラウデイ

ウスはアレクサンドリア総督に書簡を送り，ユダヤ人が先祖伝来の慣習を守る

ことを尊重するように指示し， それは帝国全体に妥当するとした（ヨセフス『古

代誌」19.286291!304)。但し， クラウディウスはユダヤ人に対し， ギリシア系

住民と同様な市民権は付与しなかった。

14 HJ.Leo]1,Tﾙr_/rr"(1/-ル『〔た"/R()7"暉 (Updatededition; I>eabody,MA:Hen

dri[ksOn, 1995) 5 10.

I5 SchUrer､ 3.117118. これに対して,T.Rajak, ' #ARomanChartcrfo'･ theJew?, ''

inidem-, 7恥ノ"'is/1D/"/flgJ"ILI"/lGﾉで“ど”"側凡ﾉ"zc (Leidell : Brill, 2001) 313

は， この勅令が妥当する範囲が小アジアの都市に限られるとしている。

16 SchUrer, 3.75-76;Unnik, 54.

l7 Schurer. 37778.
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ローマのユダヤ人共同体は数度に亘る追放の出来事を乗り越えて存続し，後

60年代初めにパウロが皇帝に上訴したためにローマに移送されたときも大勢

のユダヤ人達が対話のために彼の家を訪れている（使28: 17-30)。 さらに，ユ

ダヤ戦争の際に， ウェスパシアヌスが皇帝に推戴された後にローマ軍を指揮し

たティトゥスは,反乱を鎮圧した後に,ユダヤ人捕虜を戦利品の一部としてロー

マに連行し （ヨセフス「戦記」 7.118, 154), そのことを今もローマ広場に立つ

ティトゥスの凱旋門の上部に掘られたレリーフが示している。他方， ウェスパ

シアヌスやテイトウスは， デイアスポラのユダヤ人に対して，彼らが先祖伝来

の宗教的・民族的習慣に従って生活することを認める， カエサル以来の寛容政

策を確認している （ヨセフス「古代誌」 7.100111)｡

帝政ローマ期の地中海世界を眺めると，ユダヤ人の移住はローマ帝国全体に

広がっており，当時の世界でユダヤ人の住まない都市はほとんどないと述べら

れている（シビュラ3.271 ナ ヨセフス「古代誌』14.115; I戦記｣2.398; 7.43; フイ

ロンiガイウス』281-284) ｣儲。使徒言行録によれば，五旬節の祭に参加するため

にエルサレムにやって来たユダヤ人の出身地は，ユダヤ以外では，パルティア，

メディア，エラム， メソポタミア， カッパドキア， ポントス， アジア， フリギ

ア，パンフィリア，エジプト， リビア， ローマ， クレタ， アラビア等，広範囲

であった（使2: 711)｡

ギリシア・ローマ世界のユダヤ人たちは，民族的・宗教的アイデンティティ

を維持するためにそれぞれの地で特定の地域に集住して自治組織を形成し，共

同体を営んでいた'9｡最も発達した自治組織はアレクサンドリアや，キレネのベ

レニケーや小アジアのサルデイスにおいて見られ，ポリテウマ(TToMTEU") と

も （ヨセフス「古代誌」 14.235；アリステアス310;CIG5361),ポリテイア

８

９

１

１

Stern,〃￥℃1.117 118

s・A1)plebaum, ~､TheOrganizali()1]DftheJewish(r()mmunitiEsintheDiaspora,
D D

in/PFr1464 5(}3を参照｡
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(woALTficL) とも呼ばれた（ヨセフス「古代誌』14.117)2oo また，小アジアの諸都

市周辺におけるユダヤ人入植者の共同体は， カトイキア(KOiTOLKiOi) と呼ばれた

(ヨセブスl.古代誌｣12.147 153;CIJ1.775)21．ユダヤ人共|司体を指導したのは，

ゲルーシア(Yfpo'jO([r)であり （ヨセフス「戦記」2.412,488; フィロン「フラッ

クス」74)，長老たち(YEp6りて"; TTPEO66TEpoL)によって構成され（ユデイ6: 15-

17), その司たち(iipxo''て")によって指導されている （ヨセフス『戦記」 7.47 ;

フイロン「フラックス1 78,80, 117)22･ローマのゲルーシア(YEpOUoi(I)は，ゲ

ルーシア長(YfpoUoLdpXng)によって指導されていたことが碑文資料によって知

られる (CIJ1.9, 106, 119, 147)23｡

3． ディアスポラの民の課題とその克服

（1） 離散状況の恒久化の問題

七十人訳において，バビロン捕囚による離散はイスラエルの不従順に対する

神の裁きを語る文脈においてしばしば言及される(申28§ 25；エレ15： 7； 41 ：

17;ダニ12: 2)。他方，そうした理解の裏返しとして回復の希望を語る箇所で

は，離散した民がイスラエルにおいて再び集められることが神の憐れみの行為

として未来に待望されている （イザ49： 6；詩146: 2; ソロ詩8: 28; IIマカ

l : 27)。預言者エゼキエルは，離散の民が神の導きによってユダヤに帰ること

を，散り散りになった羊を探し求めて連れ帰る羊飼いのイメージで描いている

(エゼ34 : 11-16)。バビロン捕囚末期になされた第二イザヤの預言は，バビロン

からユダヤへの帰還を，荒野の中を主に率いられながら行進する凱旋のイメー

ジで描いている（イザ40: 1-14)。これらの箇所は， イスラエル民族が一体とし

A.Kasher． ．~DiaHp()ra､ '' TRE7.714715iTcherikovcr, 299301 #Trebilc{)" 17II

171 ．

TchcI'ik(Ivcr, 298

SchU1℃r､ 3.9291､ 1(12.

Schurer, 3.9798.
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初期ユダヤ数におけるデイアスポラ

て,神が父祖たちに約束したイスラエルの地に住むことを理想としており，ディ

アスポラ状況は非本来的な解消すべき状態と見なしている。

ヘレニズム期以降の時代においても，離散は過去に犯した罪に対する神の罰

であるという旧約的理解は一部に残存し（ソロ詩9： 2；シビュラ3.271),ユダ

ヤへの帰還への希望が散見されるにしても (IIマカl : 25-27; ソロ詩8: 28),

ディアスポラ･ユダヤ教文献全体として見るとその切迫感は薄らいで来る2~i･離

散の状況は非本米的な一時的な現象では鞍く， より恒久的な状況と理解される

ようになって行くので， カナンの地のみならず，世界全体がユダヤ人の居住地

であると理解されるようになるのである （ヨセフス 1.古代誌j4.115-116; フィ

ロンIフラックス.1 45-46)｡

（2） 民族的・宗教的アイデンティティの維持と周辺文化との関係

文化的同一性と唯一神諭

デイアスポラの民が離散の地で慨かれた生活状況については， アッシリア時

代は殆ど資料がなく分からない｡アッシリア時代の捕囚の民の末商について,後

の時代にも証言がないので，周辺社会に同化し吸収されてしまったと推定され

る。

バビロン捕囚の時，ユダヤ人はバビロンのケバル川の辺のテル．アビブに居

住し（エゼl : 1),周辺世界に同化することなく，民族的･宗教的|司一性を保っ

ていた。第一次捕囚の際にはエルサレムに残留した人々との間で評簡の交換に

よって連絡を取り合っていた(エレ29: 1-32)。彼らの中には，エゼキエルのよ

うに預言活動を行う者もいた。彼らは父祖達より伝えられたイスラエルの宗教

的伝統を維持することに努力し，律法の害の編纂や，預言書の編纂，申命記史

家による歴史書の編纂が行われ，以後のユダヤ教の成立の基礎を作った。

2-1 Gruen. 5, 23. これに対して, Vfmllnnikl48 165は，離散が神の湖であるという

旧約的理解がディアスポラ・ユダヤ教においても基本的に維持されているとする。
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捕囚以前のイスラエルは， ヤハウェのみを神として拝む拝一神教の段階に

あった。モーセの第一戒は， イスラエルを奴隷の家であるエジプトの地から導

き出した神ヤハウェ以外に神（または神々）があってはならないとし（出20： 3；

申5： 7)，第二戒は，神の像を造って拝んではならないと述べている(出20： 4‐

6；申5： 8-10)。申命記6章の所謂シェマーは， 「聞け， イスラエルよ’主は私

たちの神であり，主は唯一である」という言葉に由来始まる（申6§ 4)。但し，

申命記は主以外の神々の実在を必ずしも否定しておらず， この言葉は十戒にお

ける他の神々を礼拝することの禁止と同様に，主のみを拝し，主のみに仕える

ことを求めるに留まる。申命記はむしろ，乳と蜜が流れる約束の地には他の諸

民族が拝む他の異教の神々が存在し， イスラエルの民を魅了する危険があるこ

とを前提に，それらを拝むことを強く戒め,非難している（申6: 14; 7: 16; 8:

19; 28: 36; 32: 16 17他)。

捕囚期のバビロンで活躍した第二イザヤは主以外の神は存在しないことを繰

り返し述べている（イザ43: 1() ; 45: 5; , 14-25; 46: 9)25．第二イザヤによれ

ば，ヤハウェは「わたしである。わたしの前に神は創られず，わたしの後に存

在しない」 と述べる （イザ43: 10)。 さらに, 45: 5は， 「私は主，他にはいな

い。わたし以外に神はいない｡」 と述べる （イザヤ43: 1425; 46: 9も参照)。

第二イザヤの唯一神論は， ヤハウェが世界の創造主であり， イスラエルを購う

救済者であることに結び付いている。創造信仰の徹底が，唯一神諭の確立の背

景となっている。世界の創造者が唯一であるならば，他に存在するものはすべ

て被造物であり，他の神々は人間が作り出した観念であり，従って周辺世界で

神殿に納められて拝まれている神々の像は職人が石や木や金属を用いて作成し

た工作物に過ぎないからである （イザ45： 20； 46： 57)。人間が石や木から

25 Lang,B・ ' 'Zul･E[1tstehung[1"biblischcnMunotheismus, ''T/JQl66 (1986) 135

142;G.v()II,Rad, 77z"/("(J </fsA//E"7齢〃"""r$ (2Bilnde:Munchen:Kaiser,

1960 1962) 2.223225, 240; J.j.Scullion, &'Godinthe0．1､.”』BD2.10‘11 ]O蝿
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作った偶像に人を救う力はなく，救いを与える力は天地の創造主なる神のみに

ある (45: 20-22)｡

エレミヤがエジプトの地で行った警告が示しているように，離散の地で周辺

世界の宗教文化に|司化して，神々を拝むことを求める社会的圧力は強かったと

考えられるが（エレ44 : 1-30を参照),バビロンにおいて周辺世界の文化にユ

ダヤ人が同化しなかったのは， この唯一神論の形成に負うことが多い26．

ヘレニズム時代以降，地中海世界に住むディアスポラのユダヤ人は言語の面

では，周辺世界に同化し共通語であったギリシア語を母語として生活していた

ことが当時の文献資料や碑文資料やパピルス資料によって知られる27。ディア

スポラのユダヤ人の大多数は既にヘブライ語が読めなくなっていたので，前2‐

4世紀にはアレクサンドリアで旧約聖書のギリシア語訳である七十人訳聖書が

成立した（アリテアス301321 ; ヨセフスI古代誌jl2~11 118;フイロン「モー

セの生涯｣2.25 ‘12)。彼らはギリシア語で思考し，ギリシア語の聖書を読み，ギ

リシア語で礼拝を守っていたのである23C

デイアスポラのユダヤ人の中には，プトレマイオス朝の宮廷で王の顧問かつ

神官として活蹄したドシラオスや（ⅡIマカ1 : 3),ユダヤ教の批判者となった

アンティオキアのアンティオコスや（ヨセフス「戦記｣7.46-53)， ローマ騎士と

して屈州エジプトの総督となったアレクサンドロス（ヨセフス「古代誌｣20.100

103; タキトゥス「年代記115.28)のような．異邦人社会の中に深く関与し，異

邦人世界の出世の階梯を上る過程でユダヤ教を棄てる例も散見される29。 しか

し， こうしたケースは例外的であり，大多数のユダヤ人たちは，ヘレニズム文

26 LI.Leville" "Jewishldentities inAntiquity:An lntr(Jduction,"/"'/s/J /ff(]"""“

〃『 ‘4""ｳﾉ"' (FS~M~StemiL､1.Livine/D.R,Schwartz; 1､ubingen:MUhr,2009)

15 16, 26,

27 ．1､cherikQvc]･, 347､

28 T. IRajak, "Judaismal1dHellenismReviSited,"inidem. , 7γ〃ﾉLwIJS/JD/"/""f""ri

尺｡""f S"ｨ"/('sf ノ〃 c"""γ(」 〃ﾉJS"i"/ J"/ﾋﾉ抑[･"[)" (以下, D"I/囎"〔#と略記）

(Leideni ljri l l, 20()l) 4.

29 'l､cherik()vcT, 353; vanUnnik, 66.
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化を取捨選択して受容し，ユダヤ教の宗教と慣習を維持していた30．アリステア

スの手紙の著者や， ソロモンの知恵の著者や，哲学者のフィロンや，歴史家の

ヨセフスは， ギリシア・ローマ世界の教養を積み，ギリシア・ローマ世界の哲

学や倫理思想の概念を駆使してユダヤ教の思想を再解釈し，ユダヤ教が信頼に

足るものであることを示そうとしたのであるが，多神教的な宗教文化は唯一神

論の立場から拒否し，異教の神々を人間の作った偶像として断罪した（アリス

テアス139； シビユラ3: 11-16; ヨセフとアセナテll : 7-1() ; 12: 51 ; ヨセ

フス1.古代誌~1 4.201 ; 5.112; 8.335; 18.257259; 「アピオン1 1.2242251 2.66,

85-86； フイロンI十戒総論｣64； 「十戒各論｣2.164-165; iモーセの生涯』2.193

195; l.ガイウス」 115; i世界の創造について」 17() 172他)31。特に， ソロモン

の知恵13 15章は,異教の神々は人間がその意匠に従って造った偶像であり，人

を救う力を持たないことを指摘し，異邦人社会の倫理的混乱の根本原因を真の

神を知らず，偶像礼拝に耽ること見て非難している。

ギリシア・ローマ世界の多神教的な宗教文化において，唯一神教の立場に立

つユダヤ教は極めて異なるサプカルチャーを形成した。他の神々の存在を認め

ず，ギリシア・ローマの神々を拝むことを偶像礼拝として拒否することは，周

辺世界からは，共同体の守護神を認めず，祝祭に参加しない非社会的行為とし

ては非難された（ヨセフス i.古代誌」 3.179; 19.290; 「アピオン.1 2.79､ 89, 96,

148,258; タキトゥス I歴史」 5.5.1)。 また，ユダヤ人が律法の食物規定を守る

ために異教徒と食卓を共にしないことも人嫌いのしるしとして非難の対象と

なった（タキトゥスI歴史』5.5.2リディオドロス・シクーロス『歴史叢書｣34.1.2；

40.3.4)池。多神教的なギリシア・ローマ世界の文化的風土の''1で，ユダヤ人は極

めて異質な民族集団として認知され，社会の多数から敵意を持って見られてい

Schurer, 3.139 141 ; 'I､Cherikover, 354357; val'Unnik, 5356.

Bal､clay, 13818() ; !i30434,

1､cherikovGI･, 364 365; l)elling, 15 16iT.Rajak, ~~ThcjewishC()mmllI1ityand

itsB{)undilries, ' ' in"/"/(Jgl", 335-
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た(IIIマカ3: 37)33｡

神殿とシナゴーグ

同一のユダヤ民族に属する民族的連帯感が，本土のユダヤ人とデイアスポラ

のユダヤ人には存在しており， 「神は唯一，民族は一つ」といった宗教意識がそ

れを支えていた（ヨセフスI古代誌」4.201)。エルサレムの指導者たちは，異邦

人世界の政治指導者たちに働きかけて，ディアスポラのユダヤ人達がその地で

宗教的慣習を維持出来るように配慮を求めた（ヨセフスI古代誌」14.244-246)｡

エルサレムと神殿はユダヤ人世界全体の宗教的アイデンティティの中心で有り

続けた(I1マカ3: 12; 5: 19; 111マカ2: 9, 16; ヨセフスI~古代誌.15.112; I7

ピオン」2.79, 193; フイロン1.アブラハムの移住192; iガイウス.1 212,290)34｡

エルサレムはデイアスポラのユダヤ人にとって，神が選んだ(II1マカ2: 9),聖

なる都であり （Ⅱマカl : 12; 3: 1 ; 9: 14; 15: 14;皿マカ6: 5; ソロ詩8:

4)，母なる都（フイロンIフラックス』 46； 『ガイウス」 281)であった。ディ

アスポラのユダヤ人達は, 70年にローマ軍によってエルサレムの神殿が破壊さ

れる以前は，神殿を支えるために神殿税をそれぞれの共|司体で集めてエルサレ

ムへ毎年送っていた（ヨセフス「古代誌j14.112 113; 16.171 ; 18.312-313; フイ

ロンIモーセの生涯j 1.254; i律法各論」 1.53 154;キケロIフラックス弁護」

28,6669； タキトウスI~年代記15.5.1)35．他方，神殿で行われる祭りに参加す

るためにディアスポラの民が巡礼として上京する習慣があった （ヨセフス「古

代誌j17.26)。そのことは，使徒言行録が報告しているように，五句節の時に沢

33 'I､.Rajak, "ARUmanCharltJrf･rJEws?､''inZ)"]/QgJ",33(liEMSmallw()()d,7ｿl(』

/(wIs〃"ビル‘品)"Ⅳ？〃品f/!ロ加"J舟)"Jpgl' /DD/p[､/4'/""ノ (2n｢! e(1. I I､ei(len: Brill"

l981) 123 12~1

34 SI).Fraade､ ~&'I､hETempleasaMarkerofJewishldentitybef()reandaftcr7{IC.

E.,' 'ノ“ｿ部ﾙ/f/(ﾉ"""[/s /" ｣4""V"ﾉか(FS_M.Sten' ; ed.LLLCvi]1C/DRSChWar-

(z ITubingc'' :M()hr, 21)09) 237266.

35 Schlircr, 3. 1!17 1&18i '1,.Rajak, "I)iaspDra, '' RGC41.827;Trebiko, 16~ 39; BaF

clay, 198, 419i S.Saf]･ai, ##Relati( )1]sbetwecnthcDia叩()ril an[1 (hULa'1d (]f

Israel,''〃｣F℃’185 199.
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初期ユダヤ教におけるデイアスポラ

山のディアスポラのユダヤ人が巡礼としてエルサレムにやって来ていたことに

も反映している(使2: 7-11)36.巡礼の旅はディアスポラのユダヤ人のユダヤ教

徒としての宗教意識と民族意識を高めると共に， イスラエルの地のユダヤ人と

交流を深める機会となった。

しかし，遠隔地に住むディアスポラのユダヤ人達が，実際にエルサレムを訪

れる機会は少なかったと推測される。ユダヤ人の共同体の日常的宗教生活の中

心は,むしろ安息日毎にそれぞれの地で行われるシナゴーグでの礼拝であった。

ギリシア・ローマ世界の様々な都市にあるユダヤ人居留区にはシナゴーグが存

在したことが，文献資料と碑文資料によって確認される （ヨセフス『古代誌」

7.4445; 16.164; 7 153； 「戦記』2.495;フイロン「フラックス」45-48,55; 「ガ

イウス」 132, 137, 156; 『バビロニア・タルムード』 「スッカ」51b;CIJl.282,

301, 318, 319, 343, 368, 383, 390, 425, 433, 504, 508, 509, 510, 537,548)。シナ

ゴーグは安息日礼拝が行われる祈りの場（叩oofUx'1)とも呼ばれ（ヨセフス『古

代誌」 14.258；使16: 13, 18),ユダヤ人達が律法について学ぶ場であった（ヨ

セフス「古代誌」 16.43リ 『アピオン」 2.175; フイロン『世界の創造」 128; 「律

法各論』2．62； 「ガイウス」 156)。使徒言行録によると，パウロの第一回宣教旅

行では，小アジア中央部のピシディアのアンティオキアや（使13: 13-52), f

コニオンや(14: 1-7), リストラにも(14: 820), シナゴーグを持ったユダヤ

人共同体が存在しており，パウロは安息日礼拝で説教を試みている。同様に，第

二宣教旅行の際にも彼は， フイリピ (16: 13, 16), テサロニケ(17: 1),ベレ

7(17: 10), アテネ (17: 17), コリント (18: 4､7),エフェソ (18: 1926)

のようなギリシアの主要な都市にあったシナゴーグを訪れて安息日礼拝で説教

し，ユダヤ人達との対話を試みている。

36 SchUrer. 3148149
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初期ユダヤ教におけるデイアスポラ

'IoU6a~Lol'65 (ユダヤ風の生活をすること）

ヘレニズム時代以降，ユダヤ人達がヘレニズム世界と接触を持つようになる

と，ヘレニズム文化や生活習慣に同化する力が働き，ディアスポラの地のみな

らず，ユダヤの地ですらギリシア風の生活をする者が現れてくる(Iマカl: 13-

15, 41 50; I1マカ6: 1 11 ; 1Vマカ4: 26)。 しかし，敬度なユダヤ人達のグ

ループは，ギリシア人の生活文化を採用することをせず，飽くまでもヤハウェ

の与えた契約に忠実に歩み，父祖達の伝えた律法の戒めに従った生活を貫いた

(Iマカ2: 19－21; 1Iマカ2: 21; 8: 1 ; 14: 38)37｡

父祖達から伝えられた律法に基づくユダヤ人の生活習慣が周辺の諸民族と極

めて異なる独特のものであることが注目されるようになる38．ヘレニズム世界

の著述家たちは， イスラエル人を'IoU"105(複数形'IoU6(IIoL)と呼んだ(ポリビオ

ス『歴史」 16.39.1,4;ディオ・クリュソストム『演説集』67.14; 68.1 ; POxyI1.

335; IX.1189.9; 1205.7他)39．デイアスポラのユダヤ人著述家たちは自らの同

胞を呼ぶに当たって'16p"nA(TnE (複数形.Io"nALT"L)を用いる一方で（ヨセフス

｢古代誌j 3.189; 9.20; 11．146; ヨハ1 : 47;ロマ9: 4; 11 : 2 ; 11コリ11 :

22)40,通称の'IOU6UiOLをしばしば用いた(Iマカ8: 20,23,25,27; 10: 25,29;

15: 1, 2; ヨセフス「古代誌」 2.29; 14.91 ; 15.39; 『アピオン」 1.179, 229;マ

タ2: 2; 27: 11, 29.37; 28: 15; ロマ1 : 16; 2: 9, 10, 17,28, 19; 3: 1,9, 29

37 L.JacobS '､JudaiSm, ''"10.383384; SI).Fraade, #&PaleStinianJudaism,"ABD

3.lO54iJ.W~Aageson, ~:Judaizing,''ABD3~1089;M. Hengel, ノ"d"""f 〃"‘

〃c"c"応ﾉ""s (2.Aufl・ iWUNT10;TUbingen:Mohr, 1973) 2.

38 Barclay, 399444. (B.)

39 BauerAland, 769i lI_Kuhli , ## "Iou6<LI05 ,''EWIVT2.472482;K.G.Kuhn, *# 'I叩αiハ
Kr入 (B.),''"JIIWT3.360-361iW.Gutbrod, ､､TopuiAKT入 (D) , '' 7ｿzWWT3.370
373； I).RSchwartz. ‘‘ ‘Judeal1' or ‘Jew，？ H(〕wsh〔)uldwetranslateioudai〔)sin

JDsephus, ' ' in/EM/sル"""t)' j〃〃花Gノゼ"RO加即J N'bγ"(edJ.Freyetal. ;

Leiden: Brill, 2007) 3-28.

40 BauerAland, 773;H.Kuhli, $､､Iou6['Io5,''EIIWT2.5015()4 ;KG.Kuhn, "'IDpaiA
KTA (B.),"抑』ﾙﾚⅣT3360361 ;W.Gutbrod, &[ ､IoPailKTA (D),''TIIWIVT3.373
374~
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初期ユダヤ教におけるディアスポラ

他)4!･他方, 'IoU6cmogは形容詞としても用いられた(Iマカ2: 23; 14: 33; ヨ

セフス「古代誌」 10.265)42。

この'IOU6[I1OEから派生したのが動詞'IoU6cIt<いであり （ヨセフス「戦記｣2.454,

463；エステル8： 17)， 「ユダヤ風の生活をする」ことを意味する“。 'IoU6ulOI｣65

は動詞.IoU6ctt<(Jから派生した名詞であり， 「ユダヤ風の生活をすること｣，或い

は， 「ユダヤ教｣を意味する“。この言葉は七十人訳の正典の部分には出て来ず，

外典部分に属する11マカバイ記とIVマカバイ記に登場するだけである (IIマ

カ2: 21To1E加上pTOO ,IOU6gL叩oC.LAcTilL(Jcfu6"Y[M811"GL,｢ユダヤ教のために名

誉を重んじて雄々しく戦った人々」 ; 8: 1Tobgu印El′TIK6T"f!'T(p 'IoU6"o岬「ユ

ダヤ教に留まった人々」 ; 14 : 38 K[Miu(DIL[MKEMi !IuXh!》 も唯proC 'IoU6cII叩｡O

而似pα岬入n""oE 「体も魂もユダヤ教に捧げた」 ; IVマカ4: 26"6ILL'UDeDLLTbU

'IoU6a~LDIL6I'｢ユダヤ教を捨てることを誓う」)。 'IoU6Ⅸ~Lou6Eという言葉は碑文史料

の中にも登場しており，ディアスポラのユダヤ人共同体の中でユダヤ教に従っ

た模範的生涯を送ったことが，故人であるユダヤ人の美点として挙げられてい

る (CIJ 1.537: Kα入“βしuj""f''て(plOU5邸叩(p 「ユタ､ヤ教において良い生活を

送った」 ;C1J1.694:wo入そLTfUD(il'fしogTdOα"T0AELて喧虹,↓ KⅨTitb'' 'IO'J6cI.[叩6〃 「ユダ

41 G~Kuhn, "Io"iAKTA (B) , '' 刀ﾙ1'ⅣT 3.361 1W・Gutbrcd､ ! ! IuPcmAKTﾉ" (1).) ､ ''

7ｿﾙIW73.373374. 異邦人のユダヤ教改宗者が‘IoU6cnogまたは､IoL,6qi劇と呼ばれ

ることがあることについいては,RS.Kraemer, "!On theMeaningof the 'I,Erm

' 'Jew' ' inGraecoRomanlnscripticnS''"TAR82 (1989) 35-53; idem~, :~Jewish

Tuna andChristian Fish: IdentifyingReligiousAfnliation inEpigraphic

SourC", ' ~"7ｿzR84 (1991) 144156~158を参照。尚, 10UMIC↓は「ユダヤ民族」や

「ユタ．ヤ教徒」という意味の他に， 「ユダヤ地方に住む者たち」という意味もある。 こ

の点については,M・LDwe,"WhDwerethe 'IouMICL?,'､八JOI'7X]srl8(1976) 101-130;

idem､ ! : : 'IouMIoL oftheApQcrypha.',Ⅳ”鯉唖23 （1981） 5690を参照。

42 BauerAland, 769;H.K11hli, '~'IouMIoE,''EWIVT2.474.

43 Bauer･Aland, 768769iHKuhli;l10uMIo5,''EI|IW7､2.471 ;K~G.Kuhn, "10pui)@

K看入 (B) , '' 7ﾙⅡW73.360-361 ;W.Gutbrud, ､､1op"iAKTA (D.) ,'' 77IIWVT3.385.

44 BauerAland, 769;HKuhli, ## 'IDu6d1oE~ '' EMWT 2.472482 ;W.GutbrDd,

“.I｡"iiAKr入 (D.),"Tﾙ1|IWT3.370373iY・Amir､ *!TheTermlDudaismos:A

Sl''dy inJewishHellenisticSelf Identilicati()n'' J"z"Iα""ゼノル1 (1982) 354(1
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ヤ教に従って全生涯を過ごした｣)4馬。初期ユダヤ教にとって'IoU6似~LUP6唱｢ユダヤ

教」 とは，単なる宗教的世界観の体系ではなく，常に具体的な生き方の形で表

現される実践的教えであった。 また， 「ユダヤ風の生活をすることにそが，ヘ

レニズム世界に対してイスラエルの信仰を定義し，ユダヤ人たちに宗教的・民

族的アイデンティティを与えるものであった~16･

「ユダヤ風の生活をする」こととは，天地の創造者なる唯一の神以外の神を拝

まないことであり，父祖たちの律法に従って生活することであった（ヨセフス

｢古代誌｣11.339; 12~271 ; l.アピオン｣1.212)47．律法の遵守は，荊礼を受けるこ

とと，食物規定を守ることと，安息日を守ることに集中的に現れた蛆。

安息日を守る習慣のない異邦人世界の中で，ディアスポラのユダヤ人達が安

息日を遵守することは， 自らを天地の創造主を信じるユダヤ人・ユダヤ教徒で

あることを外形的行動によって示すことであり，信仰告白的な惣味を持った(I

マカ2: 2941 ; IIマカ15: 1-5; ヨセフスI古代誌j 12.274; 14.226, 264; 16~

167 168; I戦記」 1.146; 2.147; 「アピオン」1.209;フイロンI律法各論12.260;

Iアブラハムの移住.18993; 『モーセの生涯j2.213; 「フラツクス.111,96)4,。例

えば，帝政ローマ期の小アジアに住むユダヤ人たちは，安息日に武器を取るこ

この碑文の本文は, jBFr(}MC【刀か耐 /"s("p“"""r /"f/"/[~"J7"" (R()']'c:

Pu[11i lical lIIsIil''(cuIChristianArchaeolGgy, 1936; reprint,NewY()rk:Kla'' ､

1975) に依拠してL ､ろ。 この碑文の解釈については, H. Liet2man11, ､#N()tizen,

ZJVII' 33 (1933) 9394 ;M.Hengel ､ "DieSynagogeninsChriflvonS(()bi,''Z』ⅥI‘′

57 (1966) 145 183;T.Rajak, "TheJewishCDmmu]'it)･ and i(sB()'mdaries. '、 ill

D内//噸/fL' , 35535Hを参照。

L1.Lcvinc! 12 ;I(1,

Tchel･ik(wer. 305306.

M.Simon, '~I)as I'roblcmdcrjudischenldentitiit i'1de!･Litcrillllr(IcHjiidi鱗にhen

HcllenismL1H, ''K"〃"N 3(1 (I988/89) 4] 52;EP.SandErs,/ﾉ"〃村"' f /』川(F""&

＆'"〔'／‘ｿ〃"66<W(I"0ndDI] : SCM; PhiladcIPhia : "l､rinity, 1992) 1722 iLH.

Feldman, /I'J{! <I- (ff'""/(y /〃〃肥A"<･/(w/ ⅡIb〃[/ (Princc1()I]､ NJ : I'rincctI)]1

Uni''じrHity Prcsa 1993) 153 171} :Barclay, 428-442 ; J. l_eDI]hardtBalzer,

"~jewishWorshipalldUniversal ldentilyinPhiloolAlexalldria,"/cIwM"['""ﾊ’
〃r〃ﾉ(ﾉGﾉでαﾉ〃("""〃Ⅱ1"/if (cd.1.Frevetal; LEiden: Brill,2(107) *11) 41.

(i.1)elling, 〃八） β"ｨ~""題""g f/fﾘ. D""0，鰡""""("！ ‘内"[･/ノ 故イパ ル(//(､"/s//sL･ﾙ［

.〃Ⅲc"/"ﾉ〃 (Gilll i'1ge[1 :Vandenll()eck&RuPrecht, 1987) 24 27~
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初期ユダヤ教におけるディアスポラ

とが出来ないので，兵役から免除されていた（ヨセフス「古代誌」14.223240)｡

安息日律法は，モーセの十戒の第四戒であるが(出20: 8-11 ;申5: 12-15),捕

囚期以降は，天地創造において，神が六日の間働いて天地を創り，七日目に休

んだことに関係付けられて重要性を増した（創2： 13；出20: 11)。安息日を

守り， この日は一切仕事をしないユダヤ人の習慣は異邦人の間にも良く知られ

ていた（タキトゥス「歴史』 5.4.3-4；ユベナリス『風刺詩」 97-108;ストラボ

ン｢地誌｣17.17.3; 16.2.40;プルタルコス｢迷信についてj8;スエトニウス「ロー

マ皇帝伝」 「アウグストゥス」76；セネカ「道徳論集」95.47)。フイロンは安息

日を守るのはユダヤ人が怠惰なしるしであるという異邦人世界の批判を念頭に

置きながら， ユダヤ人は六日の間，働くことを命じられ，七日目に労働から離

れて，心と体を更新するのが安息日の意味であると述べている （｢律法各論」

2.60)｡

ユダヤ人が割礼を重視するのは，割礼がイスラエルの父祖アプラハムに神が

与えた契約のしるしであったからである （創17: 11, 13;ベン・シラ44: 20)｡

捕囚の地にあって生まれて八日目の男子に割礼を施すことは，ユダヤ人に民族

的・宗教的アイデンティティを与えるとりわけ重要な意味を持った。ヘレニズ

ム期以降，ユダヤ人が地中海世界に広く移住するようになると，ユダヤ人の割

礼の習慣は， そのような習慣を持たないギリシア・ローマ世界の人々からは奇

異な目で見られた（ヨセフス「アピオン｣1.171 ; 2.137;タキトゥス「歴史｣5.5.2 ;

ユベナリス「風刺詩」 14, 96-104；ストラポン「地誌」 16~2.37;スエトニウス

iローマ皇帝伝l 「ドミテイアヌス」12.2；デイオドロス・シクーロス「歴史叢書」

1.55)。しかし，敬農なユダヤ人には永遠の契約のしるしとして決して放棄すべ

き事とは考えられなかった（エステル8: 17; Iマカl : 6061 ; 1Vマカ4: 25;

ヨセフス「古代誌」 1.192; 13.257-258, 318-319; 「アピオン』 1.171 ; フイロン

｢アブラハムの移住｣8993； 『律法各論｣1.1-11)。特に，セレウコス朝のアンテイ

オコス四世のヘレニズム化政策によるユダヤ教への迫害下では，割礼と安息日
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と食物規定を遵守することは殉教の死の可能性をはらんだ信仰告白的事柄と

なった(Iマカl : 6063; I1マカ6-7章； ヨセフス「古代誌」 12.254)。割礼の

重要性は，帝政ローマ期においても同様であり， タルソス出身でディアスポラ

のユダヤ人であるパウロは， 自分自身の民族的・宗教的出自を形容するのに，

｢(生まれて）八日目に割礼を受け， イスラエルの民に属し，ベニヤミン族の出

身で，へプライ人中のへプライ人」と述べている（フィリ3： 4)。パウロは，割

礼の有無をユダヤ人と異邦人を分かつメルクマールと考え，ユダヤ人を「割礼

を受けた者」 （ガラ2: 7, 8; 5: 3; 6: 13),異邦人を「無割礼の者」 (2: 7, 8)

と呼ぶが， これは当時のヘレニズム・ユダヤ教の言葉遣いの慣用を反映してい

ると考えられる。

初期ユダヤ教では，異邦人であるがユダヤ教に共感を持ち，天地を造られた

唯一の神を信じ， シナゴーグの礼拝に参加する人々を「神を畏れる者たち

(｡06o'jiLE''oLtb'》 9暗6'' ;"66IKI'oLTb''ef6'jg)｣ (使10: 2,22,351 13: 6), または，

｢敬戻な者たち (efooE陣唱)」 （ヨセフス「古代誌」 14.110; 20.24,41, 195) とし

て一定の評価を与えていた50。しかし，改宗者(叩ociiAUToLフィロン｢十戒各論」

1.51-53;CIJl.21, 68, 202, 222, 256, 462, 523; Iミシュナ」 「ケリトートj2.1 ;

｢バビロニア・タルムード」 「ケリトート」9a) として神の民イスラエルの一員

と同等の扱いを受けるためにはさらに割礼を受けることが要求されていた（ユ

デイ14: 10; ヨセフス「古代誌」 20: 41以下)。

ユダヤ人が|日約聖書の食物規定を守って「清い」とされる食物（レビl1 : 1-

46；申14: 3-21)のうち，肉に血を含まないように特別な仕方で屠殺されたも

の（レビ17: 10-14;申12: 16,2324)だけを食べることは，祭儀的清浄を保

つことに他ならない。逆にユダヤの律法によって「汚れている」 とされる食物

でも （レビl1 : 4-8,1012;行伝10: 14)構わずに食べる異邦人達は，祭儀的

50 Trebi lco, 145 166
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に汚れていることを意味する。律法の食物規定を守ることが，ユダヤ人と異邦

人との交わりを困難にしていたことは想像に難くない（ダニ1 : 8 12; トビl :

10-11 ; IⅡマカ3: 47; 7: 11 ; ヨベ2: 16; ヨセフとアセナテ7: 1 ;アリス

テアス139; ヨセフス『古代誌｣4.137; さらにヨハ18: 28;使ll : 2を参照)51｡

E・P・サンダースは，ユダヤ教の食物規定を守ることは必ずしも異邦人達から

なされた食事への招待を断ることにはならず，異邦人との食事の場に臨んでも

律法によって許された物だけを選択して食べる可能性があったことを指摘して

いる52。しかし，そうした柔軟な対応をとらず，祭儀的清浄が冒される可能性を

一切排除するために異邦人信徒との食事そのものを避ける人々もあった（ヨベ

22: 16; ヨセフとアセナテ7: 1を参照)。ユダヤ人が周辺世界とは異なる特別

な食物習慣を持ち，特に，豚肉を決して食べないことは周辺世界に良く知られ，

ギリシア･ローマの著述家たちも度々言及している （キケロIフラックス弁論1

28， 67； タキトゥス「歴史.1 5．5．2リストラボンI地誌1 16.76() 761)53｡

4． 結論

(1) ディアスポラ状況は，アッシリアによる捕囚や，バビロニアによるバビ

ロン捕囚に始まるが，地中海世界全体に広汎に見られ，亜要な現象として認識

されるのはヘレニズム時代以降である。当時の文献は， 当時の世界でユダヤ人

の住まない都市はほとんどないと述べている（シビュラ3.271 ; ヨセフスi古代

誌1 14.115; I戦記」7.43)。デイアスポラが広汎になると， この状況を統一的に

理解する概念的枠組みが必要になり，ディアスポラという用語が生まれた｡デイ

51 Dell il]貝． 911．

52 ERSandel･s, &&JEwishAss()ciationwithGentil"andGalalian52: lll｣l,.． il1 ;

7ｿ"'C""I1{ﾘ“"0"C(ﾉ"〃"ﾉffs (eds-R.T.FIJrtna/BRGHve'1ta;FSJ.LMal-tyll ;

Nashville;Abing(I(]I1,199()) 170188.

53 SLem,l17(1 , 18129431L54955(} ; 2.1793, 11()! 128-131 ; II1Whillaker.〃I“＆

CA〃芯/〃"Ai .･ (j"Iα‘iﾉ品｣"""IW(""(Cambridge:Cambridg{JUniVCTHit)' PTCs5,
1984) 6385を参照。
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アスポラの地にあっても，ユダヤ人としての帰属意識を保ち，ユダヤとの連帯

感を維持していた。彼らはエルサレムを聖なる都として仰ぎ，神殿税を毎年集

めてエルサレムへ送り，神殿で行う祭りに巡礼として参加した。

（2） ディアスボ，ラの地にあって宗教的･民族的アイデンティティを維持する

ために，ユダヤ人達はそれぞれの地でポリテウマやカトイキアと呼ばれる共|可

体を形成し，指導者たちによって構成されるケルーシアを中心として指導され

て自治を営んでいた。ユダヤ人たちの居留区にはシナゴーグが建てられ，安息

日毎の礼拝と律法の教育がなされていた。

デイアスポラ状況の中では,周辺世界の文化や生活習慣に同化する力が働き，

一部のユダヤ人は同化してしまった。しかし，敬農なユダヤ人達のグループは，

言語面では周辺社会の共通語であるギリシア語を取り入れながらも，ユダヤ人

としての宗教的･蝿族的アイデンティティを保ち，他の神々を拝むことをせず，

父祖達の伝えた律法の戒めに従った生活を貫いた。

（3） 父祖たちの律法に従って「ユダヤ風の生活をする」ことは，割礼を受け

ることと，食物規定を守ること，安息日を守ることに集中的に表れた。アレク

サンドリアのユダヤ人達は， ギリシア・ローマ文化を摂取し，聖祥をギリシア

語に翻訳して用い,ギリシア哲学の概念でユダヤ教を再解釈する努力をしたが，

唯一神論や律法を遵守する基本線は崩すことがなかった。

（4） 周辺世界の多神教的な文化風土において,唯一神教の立場に立つユダヤ

教は極めて異なる宗教文化を形成した。他の神々の存在を否定し，神々を拝む

ことを偶像礼拝として拒否することは，周辺世界も良く知っていた，ユダヤ人

が律法の食物規定を守るために異教徒と食卓を共にしないことも知られてい

た。周辺世界の中で，ユダヤ人は特異な宗教文化を持つ民族柴団として認知さ

れていたが，周辺世界とは文化の相違に起因する摩擦が起こっていた。ヘレニ

ズム都市で起こったユダヤ系市民と異邦人達との衝突や， ローマにおいて三度

起こったユダヤ人追欣の出来事の背後にも，問辺世界とユダヤ人の間に存在し
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た文化摩擦があったと推定される。
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